
 
 
 
           
     

 
 
 

                

 
 
PRESS RELEASE 

           平成 ２４ 年 ３ 月 １６ 日 

GID（性同一性障害）学会第 14 回研究大会 

「医療から社会への発信」をテーマに岡山大鹿田キャンパスで開催 

 

 

 

 

 

 

・3 月 17 日(土)、18 日(日) 岡山大学鹿田キャンパスで GID（性同一性障害）学会第 14 回

研究大会を「医療から社会への発信」のテーマで実施します。当事者と家族を含む一般

の方の参加も可能です。参加者には最新の学会誌を無料で頒布します。 

・実施シンポジウムは「手術を取り巻く現状」「家族を考える：生殖医療・養子縁組」

「子ども達への支援：医療と教育の連携」「当事者グループの役割と機能」です。 

・「ボイストレーニング」「ファッション」「メイク」など医療のみではなく、生活を

支援するワークショップも開催します。 

・特別講演として韓国釜山にある東亜大学形成外科の金碩權（キムソックアン）教授に

よる「韓国における性同一性障害治療」を行います。 

・今年１月に改訂された日本精神神経学会の「性同一性障害の診断と治療に関するガイ

ドライン第４版」の解説を札幌医科大神経精神医学教室・齋藤利和教授が行います。 

・大会長は、岡山大学大学院保健学研究科の中塚幹也教授です。 

・運営は、岡山大学病院ジェンダークリニック、ジェンダーセンターのスタッフが中心

となって行います。 

・当事者グループによる「全国交流会」も行われます。 

・大会ホームページ URL：http://gid-14th-okayama.kenkyuukai.jp/information/ 

 

＜お問い合わせ＞ 

 岡山大学病院精神科神経科・松本洋輔 

（電話番号）086-235-7242 

（FAX番号）086-235-7246 

 

＜概要＞   
・3月 17 日(土)、18 日(日) GID（性同一性障害）学会第 14 回研究大会を開催。 

・「学校での支援」や「第 3者精子等を使用した生殖医療」など、現代の課題を討論。 

・会場：岡山大学鹿田キャンパス。17 日午前 11 時から受け付け開始。一般の方の参加も

可能。参加費は会員 2000 円（学生無料）、非会員は 4000 円（学生 2000 円）。 


